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高
額
療
養
費
制
度
は
被
保

険
者
の
自
己
負
担
を
抑
え
る

た
め
の
仕
組
み
と
し
て
１
９�

７
３
年
に
発
足
し
た
。
現
行

の
高
額
療
養
費
制
度
の
自
己

負
担
額
の
上
限
は
２
０
１
５

年
の
制
度
の
見
直
し
に
基
づ

く
も
の
で
、
所
得
区
分
に
よ

り
自
己
負
担
限
度
額
を
き
め

細
か
く
設
定
し
医
療
費
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機

　

ト
ラ
ン
プ
米
国
大
統
領
が

再
登
板
し
て
１
カ
月
に
な
る
。

バ
イ
デ
ン
前
大
統
領
の
看
板

方
針「
Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ（
多
様
性
、

公
正
、
包
含
）」
を
こ
と
ご

と
く
覆
し
て
、
分
断
、
移
民

排
斥
、
取
巻
き
重
用
を
増
幅

さ
せ
て
い
る
▼
わ
が
国
で
は

取
り
組
み
の
気
運
は
あ
る
も

の
の
、
非
正
規
雇
用
、
同
性

婚
、
夫
婦
別
姓
、
女
性
の
社

会
進
出
な
ど
、
格
差
、
差
別

は
依
然
と
し
て
存
在
し
て
お

り
、
進
ん
で
い
る
と
は
言
い

難
い
▼
財
務
省
財
政
制
度
等

審
議
会
は
医
師
偏
在
対
策
を

口
実
に
、
ま
た
し
て
も
医
師

過
剰
地
域
に
お
け
る
診
療
報

酬
１
点
あ
た
り
単
価
の
引
き

下
げ
を
求
め
た
。
さ
ら
に
特

定
の
診
療
科
の
医
療
サ
ー
ビ

ス
が
過
剰
と
判
断
し
た
場
合
、

医
療
機
関
の
報
酬
の
減
額
を

提
案
し
た
▼
地
域
別
単
価
は

過
去
に
施
行
さ
れ
て
い
た
も

の
の
、
１
９
６
３
年
９
月
に

「
皆
保
険
下
に
お
い
て
は
医

療
の
機
会
均
等
を
図
る
必
要

が
あ
る
」（
小
山
保
険
局
長
）

こ
と
か
ら
撤
廃
さ
れ
た
経
緯

が
あ
る
。
種
々
の
疾
患
を
等

し
く
皆
で
支
え
る
現
行
制
度

を
後
戻
り
さ
せ
て
、地
域
別
、

診
療
科
別
単
価
を
導
入
し
、

医
療
を
受
け
る
権
利
に
格
差

を
も
た
ら
す
暴
挙
は
絶
対
に

許
す
訳
に
は
い
か
な
い
。
医

術
の
象
徴
で
あ
る
、
ギ
リ

シ
ャ
神
話
の
医
神
ア
ス
ク
レ

ピ
オ
ス
の
杖
に
巻
き
つ
く
蛇

も
怒
っ
て
い
る
。�

（
Ｙ
Ｋ
）

能
を
維
持
す
る
も
の
と
さ

れ
た
。
今
回
の
決
定
で
は
、

２
０
２
５
年
８
月
か
ら
27
年

８
月
の
間
に
３
回
に
分
け
て

自
己
負
担
限
度
額
の
上
限
を

引
き
上
げ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
第
１
段
階
と
し
て
は
25

年
８
月
か
ら
、
現
在
５
つ
あ

る
所
得
区
分
の
ま
ま
限
度
額

を
２・
７
〜
15
％
引
き
上
げ

る
。
次
に
26
年
８
月
か
ら
は

住
民
税
非
課
税
世
帯
以
外
の

所
得
区
分
を
そ
れ
ぞ
れ
３
段

階
に
細
分
化
し
て
合
計
13
区

分
と
し
、
同
時
に
各
段
階
の

上
位
２
区
分
で
限
度
額
を
引

き
上
げ
る
。
最
終
的
に
27
年

に
は
同
区
分
で
限
度
額
を
さ

ら
に
上
げ
る
と
い
う
図
。

議
論
背
景
と

議
論
背
景
と

��

現
在
ま
で
の
流
れ

現
在
ま
で
の
流
れ

　

今
回
の
案
の
基
本
と
な
る

の
は
24
年
６
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針（
骨
太

２
０
２
４
）」
に
基
づ
く
歳

出
改
革
で
、
社
会
保
障
制
度

に
係
る
歳
出
改
革
は
、「
全

世
代
型
社
会
保
障
構
築
を
目

指
す
改
革
の
道
筋（
改
革
工

程
）」（
23
年
12
月
閣
議
決
定
）

　

本
会
は
１
月
27
日
、
一
般

社
団
法
人
札
幌
市
医
師
会

（
以
下
、
札
医
）
と
の
懇
談

を
行
っ
た
。
札
医
か
ら
は
多

米
淳
副
会
長
以
下
５
人
、
本

会
か
ら
は
橋
本
会
長
以
下
４

人
が
参
加
し
た
。

　

懇
談
は
多
米
副
会
長
と
橋

本
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、

そ
の
後
、
札
医
の
太
田
智
之

政
策
部
担
当
理
事
が
「
北
海

道
の
医
師
偏
在
の
現
況
と
今

後
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表

を
行
っ
た
。
北
海
道
特
有
の

医
師
偏
在
の
問
題
を
解
説

し
、
医
師
偏
在
に
対
す
る
施

策
の
説
明
や
、
医
師
の
セ
カ

ン
ド
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
過
疎

地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
る

事
例
を
紹
介
し
た
。

　

続
い
て
、
本
会
の
伊
藤
政

策
部
長
が
「
診
療
報
酬
の
地

域
差
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
。

１
９
６
３
年
に
廃
止
さ
れ
た

地
域
別
診
療
報
酬
制
度
の
歴

史
を
振
り
返
り
、
現
在
財
務

省
が
提
案
し
て
い
る
地
域
別

診
療
単
価
の
導
入
に
つ
い
て

問
題
提
起
を
行
っ
た
。
本
会

は
「
地
方
の
医
療
環
境
を
考

慮
す
る
と
、
診
療
報
酬
に
地

域
差
を
設
け
る
べ
き
で
は
な

い
」
と
主
張
し
た
。

　

懇
談
で
は
、
地
方
の
現
状

や
北
海
道
特
有
の
問
題
点
を

中
心
に
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。
最
後
に
、
今
後

も
幅
広
い
話
題
で
情
報
や
意

見
の
交
換
を
続
け
る
こ
と
を

確
認
し
、懇
談
は
終
了
し
た
。

価
が
欠
け
て
い
る
と
指
摘
、

医
薬
品
は
保
険
収
載
の
段
階

で
経
済
性
が
勘
案
さ
れ
な
い

と
解
釈
す
る
。
さ
ら
に
は
日

本
の
医
療
現
場
で
は
高
額
療

養
費
制
度
の
下
で
患
者
側
・

医
療
機
関
側
共
に
コ
ス
ト
意

識
が
働
か
ず
、
医
師
の
判
断

に
基
づ
き
自
由
に
診
療
・
薬

剤
処
方
が
行
わ
れ
て
い
る
と
、

現
行
の
医
療
提
供
体
制
に
批

判
的
な
姿
勢
を
と
る
。
財
務

省
の
組
織
理
念
に
は
「
国
の

信
用
を
守
り
、
希
望
あ
る
社

会
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ

と
」
と
あ
る
。
医
療
施
策
改

革
の
名
の
下
に
高
額
化
す
る

医
療
費
の
適
正
化
を
掲
げ
、

医
師
の
臨
床
判
断
を
も
疑
う

こ
と
で
改
革
を
成
す
と
い
う

理
論
展
開
で
守
れ
る
国
の
信

用
と
は
如
何
な
る
も
の
か
。

こ
れ
が
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

べ
き
希
望
あ
る
社
会
の
在
り

方
と
は
到
底
言
え
ま
い
。

　

保
団
連
は
１
月
26
日
、
第

２
回
代
議
員
会
を
開
催
し
、

代
議
員
１
１
６
人（
定
数

１
１
８
人
）、
執
行
部
役
員

や
事
務
局
員
等
を
含
め
合
計

３
０
１
人
が
出
席
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
挨
拶
し
た�

竹
田
智
雄
保
団
連
会
長
は「
１

月
24
日
か
ら
国
会
が
召
集
さ

れ
、
25
年
度
予
算
案
の
審
議

が
始
ま
っ
た
。
与
野
党
が
伯

仲
と
な
っ
た
今
こ
そ
国
民
と

共
に
大
き
な
世
論
を
形
成
し
、

国
会
を
大
き
く
動
か
す
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

会
務
報
告
で
は
、
健
康
保

険
証
の
廃
止
や
診
療
報
酬
改

定
な
ど
の
諸
課
題
に
対
し
、こ

れ
ま
で
保
団
連
が
取
り
組
ん

だ
成
果
や
今
後
の
対
応
策
が

執
行
部
よ
り
説
明
さ
れ
た
。

ま
た
、
組
織
活
動
で
は
北
海

に
基
づ
く
取
組
を
進
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
議
論
を
背
景
と
し
、
今
回

２
０
２
５
年
の
予
算
案
決
定

に
際
し
て
厚
生
労
働
大
臣
と

財
務
大
臣
の
折
衝
で
高
額
療

養
費
制
度
が
見
直
さ
れ
、
負

担
上
限
額
の
引
き
上
げ
が
中

医
協
へ
の
諮
問
な
く
決
定
さ

れ
た
格
好
。
全
て
の
世
代
で

能
力
に
応
じ
て
負
担
し
合

い
、
社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
が

適
切
に
提
供
さ
れ
る
制
度
の

構
築
を
目
指
す
と
し
て
議
論

さ
れ
、
高
額
療
養
費
財
源
確

保
と
超
高
齢
社
会
の
現
役
世

代
負
担
軽
減
の
同
時
最
適
化

を
目
指
す
こ
と
が
急
務
と
さ

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
世
論

は
大
き
く
反
発
。
患
者
当
事

者
の
自
己
負
担
が
増
大
す
る

こ
と
に
よ
り
、
経
済
的
理
由

で
治
療
を
断
念
す
る
患
者
が

出
る
事
態
に
な
り
か
ね
な
い

と
の
指
摘
が
患
者
団
体
な
ど

か
ら
相
次
ぎ
、
政
府
・
与
党

は
当
初
案
の
修
正
を
視
野
に

入
れ
始
め
て
い
る
。

財
務
省
に
よ
る

財
務
省
に
よ
る

��

医
療
経
済
批
判

医
療
経
済
批
判

　

財
務
省
は
貴
重
な
医
療
保

険
財
源
を
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

形
で
配
分
す
る
と
い
う
理
論

を
全
面
に
押
し
出
し
、
わ
が

国
で
は
医
薬
品
の
費
用
対
効

果
評
価
や
追
加
的
有
用
性
評

道
ブ
ロ
ッ
ク
が
２
０
２
４
年

度
年
間
歯
科
組
織
率
上
昇
に

お
い
て
全
国
第
１
位
と
な

り
、
表
彰
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
各
協
会
・
医
会

の
代
議
員
よ
り
１
５
５
題
の

発
言
が
あ
り
、
本
会
か
ら
は

橋
本
会
長
が
「
医
薬
品
供
給

不
足
と
高
額
医
薬
品
に
つ
い

て
」「
働
き
方
改
革
と
救
急

医
療
に
つ
い
て
」、
芦
田
総

務
部
長
か
ら
「
コ
ロ
ナ
後
の

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
」「
医

薬
品
の
安
定
実
現
に
向
け

て
」、
北
村
理
事
よ
り
「
医

療
計
画
と
医
療
報
告
制
度
、

医
師
偏
在
問
題
に
つ
い
て
」

「
か
か
り
つ
け
医
療
体
制
の

今
後
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ

で
発
言
を
行
っ
た
。

　

最
後
に「
暮
ら
し
と
平
和
・

社
会
保
障
を
守
る
政
治
へ
の

転
換
を
求
め
る
」
決
議
案
が

提
案
さ
れ
、
満
場
一
致
で
採

択
さ
れ
た
。
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２
面
…
●
時
論
「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領 

Ｗ
Ｈ
Ｏ
脱
退
宣
言
　
日
本

の
医
療
に
も
影
響
か
」

　
　
　
●
解
説
「
医
科
歯
科
連
携
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

３
面
…
●
読
者
の
ひ
ろ
ば

４
面…

●
保
険
診
療
研
究

　
　
　
●
保
険
医
こ
ぼ
れ
ば
な
し

図  �高額療養費制度の上限引き上げイメージ（70 歳未満）

年収区分が細分化され、高収入世帯での引き上げ幅がより大きい
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歯
科
組
織
率
上

昇
全
国
１
位
で

表
彰

▲
会
場
の
様
子

　
政
府
は
24
年
12
月
25
日
、
高
額
療
養
費
制
度
の
自
己
負
担
上
限
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決
め
た
。
所

得
区
分
を
細
分
化
し
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
案
。
高
額
療
養
費
制
度
の
利
用
は
高
齢
化
や
高
度
医
療
を
背

景
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
を
謳
っ
た
こ
の
案
だ
が
、
患
者
当
事
者

へ
の
影
響
が
大
き
い
点
で
世
論
の
批
判
を
受
け
、
政
府
案
の
修
正
も
視
野
に
入
れ
た
協
議
が
始
ま
っ
た
。

札幌市医師会と懇談札幌市医師会と懇談

高
額
療
養
費
制
度

高
額
療
養
費
制
度

　　
見
直
し
の
名
の
下
に
改
悪

見
直
し
の
名
の
下
に
改
悪

24
～
25
年
度
第
２
回
保
団
連
代
議
員
会

本会から６題発言本会から６題発言

医師偏在と　　　　　医師偏在と　　　　　
地域別単価導入で議論地域別単価導入で議論
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ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
就

任
し
、
予
告
通
り
Ｗ
Ｈ
Ｏ

脱
退
を
宣
言
し
た
。
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
か
ら
米
国

第
一
主
義
へ
の
再
転
換
を

示
す
が
、
懸
念
が
多
い
。

　

イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
氏

の
重
用
は
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
を
重
視
し
、
多
分
野

へ
の
意
欲
を
表
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｔ
企
業
首
脳

を
就
任
式
に
参
列
さ
せ
、

過
度
の
事
前
検
閲
反
対
の

決
意
も
示
し
た
。
こ
れ
は

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

条
約
締
結
へ
の
反
対
の
意

思
表
示
と
も
言
え
な
い
か
。

　

同
条
約
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

19
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
次

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え

る
国
際
条
約
で
あ
り
、
法

的
に
各
国
の
主
権
や
憲
法

よ
り
も
上
位
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
緊
急
事
態
宣
言

後
に
出
さ
れ
る
緊
急
委
員

会
の
方
針
は
従
来
の
勧
告

で
は
な
く
最
終
決
定
と
な

り
、
治
療
薬
を
限
定
し
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
義
務
化
が

各
国
に
強
制
さ
れ
る
。

　

効
果
的
な
実
施
の
た

め
、
個
人
の
疾
病
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
歴
、
渡
航
・
滞

在
を
一
元
的
に
管
理
す
る

デ
ジ
タ
ル
パ
ス
ポ
ー
ト
が

各
国
に
強
制
さ
れ
、
移
動

制
限
が
行
わ
れ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

と
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ
等
は
定
例

会
議
で
誤
情
報
の
流
布
を

事
前
検
閲
す
る
方
向
だ
。

そ
の
や
り
方
に
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
が
反
対
し
て
い
る
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
財
政
は
各
国

に
よ
る
分
担
金
と
資
産

家
・
企
業
か
ら
の
拠
出
金

で
成
り
立
つ
。
近
年
は
拠

出
金
が
莫
大
で
、
資
産
家

と
企
業
連
合
は
ア
メ
リ
カ

と
同
程
度
の
拠
出
を
し
て

い
る
。
こ
の
条
約
に
は
、

緊
急
事
態
宣
言
後
に
医
薬

業
界
へ
無
制
限
の
資
金
投

入
す
る
条
項
も
含
ま
れ
る
。

中
国
の
過
小
な
分
担
金
を

脱
退
理
由
に
し
て
い
る
が
、

米
国
分
を
中
国
が
負
担
す

れ
ば
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
へ
の
影
響

力
が
さ
ら
に
強
く
な
る
。

　

昨
年
米
国
議
会
で
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
19
に
関
し
て
、
武

漢
研
究
室
起
源
説
の
有
力

な
証
言
が
集
ま
り
、
研
究

室
流
出
説
が
議
決
さ
れ
た
。

今
後
は
保
健
福
祉
長
官
が

Ｆ
Ｄ
Ａ
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
研
究

資
金
の
流
れ
等
を
調
査
す

る
様
だ
。
調
査
結
果
次
第

で
医
薬
行
政
が
世
界
的
に

変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
19
で
米
国

は
１
０
０
万
人
以
上
、
日

本
は
10
万
人
以
上
の
死
者

が
出
た
。
さ
ら
に
近
年
、

日
本
の
超
過
死
亡
数
は
世

界
一
の
伸
び
率
だ
。
高
齢

化
社
会
の
真
ん
中
で
、
感

染
症
も
含
め
様
々
な
視
点

か
ら
医
療
・
予
防
衛
生
の

分
析
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
北
海
道
保
険
医
会
も

慎
重
に
経
過
を
見
て
い
く
。

回
答
の
状
況

回
答
の
状
況

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
主

に
歯
科
受
診
に
関
す
る
医
科
の

紹
介
状
況
と
歯
科
の
受
け
入
れ

態
勢
の
実
態
を
調
査
し
た
。さ
ら

に
、糖
尿
病
患
者
の
歯
周
病
治
療

の
重
要
性
に
つ
い
て
、ど
の
程
度

認
知
さ
れ
て
い
る
か
も
尋
ね
た
。

　

回
答
は
医
科
会
員
37
人
、

歯
科
会
員
１
０
４
人
か
ら
得

ら
れ
た
。
な
お
、
回
答
し
た

医
科
会
員
の
診
療
科
目
は
内

科
が
54
％
と
半
数
以
上
を
占

め
、次
い
で
整
形
外
科
が
14
％

と
回
答
が
多
い
図
１
。

歯
周
病
治
療
の

歯
周
病
治
療
の

��

重
要
性
認
識
も

重
要
性
認
識
も

　

医
科
会
員
が
患
者
を
歯
科

医
療
機
関
に
紹
介
し
た
経
験�

が
あ
る
と
の
回
答
は
83
％（
36�

人
中
30
人
）に
上
り
図
２
、

糖
尿
病
患
者
に
お
け
る
歯
科

医
療
の
重
要
性
を
認
識
し
て

い
る
会
員
も
81
％
（
36
人
中

29
人
）
に
達
し
た
。

　

一
方
で
、
糖
尿
病
患
者
の

歯
周
病
治
療
に
つ
い
て
、
歯

科
医
療
機
関
に
紹
介
し
た
こ

と
が
あ
る
会
員
は
32
％
（
37

人
中
12
人
）
に
と
ど
ま
っ
た

図
３
が
、
歯
科
医
療
機
関

か
ら
患
者
の
病
状
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
会
員
は
89
％
（
37
人

中
33
人
）
に
上
っ
た
。

　

な
お
、
周
囲
に
歯
周
病
診

療
を
積
極
的
に
行
う
歯
科
医

療
機
関
が
「
あ
る
」
と
回
答

し
た
会
員
は
33
％
（
37
人
中

12
人
）
で
、67
％
は
「
な
い
」

ま
た
は
「
わ
か
ら
な
い
」
と

回
答
し
た
図
４
。
し
か
し

な
が
ら
、「
今
後
積
極
的
に

患
者
を
紹
介
す
る
考
え
は
あ

る
か
」
の
問
い
に
対
し
て
、

「
あ
る
」
と
回
答
し
た
会
員

は
59
％
（
37
人
中
22
人
）
と

半
数
を
超
え
た
。

歯
科
へ
の
糖
尿
病
患
者
の

歯
科
へ
の
糖
尿
病
患
者
の

��

紹
介
は
わ
ず
か

紹
介
は
わ
ず
か

　

歯
科
会
員
は
医
科
医
療
機

関
か
ら
患
者
の
紹
介
を
受
け

た
経
験
が
あ
る
会
員
は
86
％

（
１
０
４
人
中
89
人
）で
あ
っ

た　
　
が
、
具
体
的
に
糖

尿
病
患
者
の
歯
科
治
療
に
関

す
る
紹
介
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
会
員
は
21
％
（
１
０
４

人
中
22
人
）
に
と
ど
ま
っ
た

図
６
。

　

一
方
で
、
回
答
し
た
全
会

員
が
歯
周
病
治
療
を
実
施�

し
て
い
る
と
回
答
し
て
い
る

図
7
。ま
た
、医
科
医
療
機

関
に
患
者
の
病
状
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
を
し
た
経
験
が

あ
る
会
員
は
91
％
（
１
０
４

人
中
95
人
）に
達
し
て
い
る
。

医
科
歯
科
連
携
の
足
か
せ

医
科
歯
科
連
携
の
足
か
せ

　

医
科
会
員
は
糖
尿
病
治
療

を
含
め
た
歯
科
医
療
機
関
と

の
連
携
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
る
も
の
の
、
糖
尿
病
患

者
を
紹
介
す
る
際
に
、
ど
の

歯
科
医
療
機
関
に
歯
周
病
治

療
を
依
頼
す
れ
ば
よ
い
の
か

判
断
が
つ
か
な
い
と
い
う
問

題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
歯
科
会
員
の
回
答

か
ら
も
、
医
科
医
療
機
関
か

ら
患
者
の
紹
介
を
受
け
る
機

会
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
糖
尿
病
患
者
に
特
化
し

た
歯
科
治
療
の
具
体
的
な
依

頼
は
少
な
い
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
ま
た
、
歯
科
か

ら
医
科
へ
の
問
い
合
わ
せ
内

容
は
抜
歯
や
歯
周
病
、
内
服

薬
の
状
況
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
が
、
実
際
に
連
携
に
至
ら

な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
の

原
因
と
し
て
、
問
い
合
わ
せ

を
受
け
た
医
科
医
療
機
関
側

が
、
歯
科
医
療
機
関
の
治
療

内
容
や
専
門
性
を
十
分
に
把

握
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
考

図
５

え
ら
れ
る
。

◇　

◇　

◇

　

今
回
の
調
査
か
ら
、
医

科
・
歯
科
の
会
員
双
方
が
連

携
の
必
要
性
を
理
解
し
な
が

ら
も
、
具
体
的
な
連
携
方
法

に
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

診
療
報
酬
で
は
２
０
１
２

年
改
定
に
お
い
て
、
周
術
期

口
腔
機
能
管
理
が
保
険
収
載

さ
れ
、
が
ん
の
手
術
な
ど
全

身
麻
酔
で
行
う
場
合
、
手
術

に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症

の
予
防
に
つ
な
が
る
周
術
期

の
歯
科
治
療
や
口
腔
ケ
ア
が

評
価
さ
れ
た
。
今
次
改
定
で

は
生
活
習
慣
病
管
理
料
に
つ

い
て
、
糖
尿
病
患
者
へ
の
歯

周
病
の
診
断
と
治
療
の
た

め
、
歯
科
受
診
推
奨
が
要
件

化
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
骨
粗
鬆
症

治
療（
骨
吸
収
抑
制
剤
の
投

与
）
に
伴
う
歯
周
病
患
者
の

顎
骨
壊
死
リ
ス
ク
に
つ
い
て

も
連
携
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

医
科
歯
科
を
切
り
離
し
た
科

目
で
は
な
く
「
同
じ
疾
患
を

診
る
チ
ー
ム
医
療
」
と
し
て

医
科
歯
科
連
携
の
重
要
性
が

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
く
る
。

　

本
会
は
医
科
歯
科
一
体
で

活
動
し
て
い
る
と
い
う
強
み

を
活
か
し
、こ
の
課
題
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。具
体
的
な
対

策
と
し
て
は
、医
科
歯
科
連
携

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
歯

科
医
療
機
関
を
リ
ス
ト
化
し
、

そ
れ
を
全
会
員
で
共
有
す
る

仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
医
科
歯
科
連
携

推
進
の
流
れ
を
さ
ら
に
後
押

し
す
る
た
め
、
本
会
と
し
て

も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

図１  �医科　診療科目別回答割合

ご
意
見
を
含
め
た
結
果
の
全
体
版
は
こ
ち
ら
か
ら

医科会員からの回答

図２  �歯科への患者紹介経
験

図３  �歯科への糖尿病患者
紹介経験

図４  �周囲の歯周病治療可
能な歯科医院の把握

歯科会員からの回答

図５  �医科からの患者紹介
経験

図６  �医科からの糖尿病患者
紹介経験

図７  �歯周病治療をしてい
るか

ト
ラ
ン
プ
大
統
領 

Ｗ
Ｈ
Ｏ
脱
退
宣
言

日
本
の
医
療
に
も
影
響
か

　

医
科
歯
科
連
携
の
重
要
性
が
言
わ
れ
て
久
し
い
が
、
実
際
に
十
分
な
連
携
が

と
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
本
会
は
糖
尿
病
患
者
に
お
け
る
歯
科
医

療
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
医
師
・
歯
科
医
師
間
で
認
識
に
乖
離
が
あ
る
か
、
会

員
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
か
ら
、
糖
尿
病
患
者

の
歯
周
病
治
療
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、
医
科
か
ら
歯
科
へ
の
紹

介
率
が
低
い
状
態
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
本
稿
で
は
そ
の
結
果
の
概
要
と

考
察
を
報
告
す
る
（
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
回
答
の
詳
細
に
つ
い
て
は
Ｑ
Ｒ
参
照
）。

解　説解　説

医
科
歯
科
連
携
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

糖
尿
病
患
者
の
連
携
診
療
体
制
が
急
務

糖
尿
病
患
者
の
連
携
診
療
体
制
が
急
務
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私
が
船
釣
り
を
始
め
た
の

は
、
岩
見
沢
で
開
業
し
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
釣
り
同
好

会
に
入
会
し
て
か
ら
の
こ
と

で
す
。

　

初
め
は
無
心
に
釣
る
だ
け

で
、
手
に
汗
握
り
な
が
ら
竿

先
の
当
た
り
を
じ
っ
と
待
ち

ま
す
。
魚
が
食
ら
い
付
い
た

時
の
感
触
や
手
元
に
伝
わ
っ

て
く
る
生
命
感
に
満
ち
た
魚

の
引
き
に
鼓
動
は
高
ま
り
、

特
に
鱈
や
ブ
リ
な
ど
大
物
が

身
を
躍
ら
せ
海
面
に
姿
を
現

し
た
時
は
、
無
意
識
の
う
ち

に
「
や
っ
た
ー
」
と
拳
を
上

げ
歓
喜
の
声
が
出
て
し
ま
い

ま
す
。
ド
ー
パ
ミ
ン
が
溢
れ

出
て
く
る
の
が
分
か
る
ほ
ど

気
持
ち
の
良
い
最
高
の
瞬
間

で
し
た
。

　

北
海
道
は
魚
種
も
多
く
経

験
を
積
む
に
つ
れ
新
し
い
道

具
を
揃
え
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
を
見
て
魚
の
捌
き
方
を
覚

え
て
い
く
と
（
料
理
は
妻
任

せ
で
す
が
）
釣
り
の
魅
力
は

格
段
に
増
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

釣
り
は
「
た
だ
ぼ
ー
っ
と

竿
先
を
見
て
い
て
魚
が
か
か

る
の
を
待
つ
遊
び
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
の
人
も
多
い
よ
う

で
す
が
、
本
質
は
持
て
る
知

識
と
経
験
を
駆
使
し
五
感
を

フ
ル
回
転
さ
せ
、
魚
と
真
っ

向
か
ら
対
峙
す
る
知
的
格
闘

技
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
釣
り
に
は
底
な
し
の
魅

力
が
あ
り
、
あ
の
開
高
健
も

著
書
の
中
で
「
一
生
、
幸
せ

に
な
り
た
か
っ
た
ら
釣
り
を

覚
え
な
さ
い
」
と
言
っ
て
い

る
よ
う
に
、
一
度
嵌
ま
る
と

病
み
付
き
に
な
り
頭
か
ら
離

れ
な
い
、
釣
り
が
悪
魔
の
趣

味
と
言
わ
れ
る
所
以
で
す
。

　

あ
る
年
の
秋
、
小
春
日
和

の
暖
か
な
日
、
爆
釣
で
ク
ー

ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
満
杯
、
満

足
感
に
浸
か
り
な
が
ら
竿
先

に
は
一
切
気
も
留
め
ず
に
た

だ
た
だ
船
の
揺
れ
に
身
を
任

せ
水
平
線
を
眺
め
て
い
た
時
、

突
然
、
悩
み
事
の
解
決
策
を

思
い
付
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
ど
こ
に
も
関

心
が
向
い
て
い
な
い
時
、
脳

内
に
蓄
積
さ
れ
た
情
報
が
無

意
識
に
整
理
さ
れ
、
創
造
性

を
生
む
デ
フ
ォ
ル
ト
モ
ー
ド

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｄ
Ｍ
Ｎ
）

の
働
き
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｎ
を
活
性
化
す
る
に

は
、
魚
と
の
極
上
の
フ
ァ
イ

ト
と
釣
果
、
ド
ー
パ
ミ
ン
分

泌
の
後
に
訪
れ
る
セ
ロ
ト
ニ

ン
（
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
）
に
包

ま
れ
た
余
韻
の
時
が
必
要
ら

し
く
、
以
後
な
か
な
か
経
験

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
非
日
常
と
い
う
環
境
で

ま
し
た
。
周
り
や
患
者
さ
ん

か
ら
も
「
体
調
大
丈
夫
？
」

ま
た
は
「
大
き
な
病
気
じ
ゃ

な
い
か
？
」
な
ど
と
、
か
な

り
心
配
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
数
年
は
痛
風
発
作
の
影
も

潜
め
ま
す
。
し
か
し
、
安
心

し
た
私
は
２
年
ほ
ど
前
か
ら

次
第
に
体
重
増
加
し
始
め
、

今
は
元
通
り
の
体
重
に
な
り
、

痛
風
発
作
も
完
全
復
活
…
。

　

先
日
、
日
本
痛
風
・
尿
酸

核
酸
学
会
理
事
長
の
久
留
一

郎
先
生
の
お
話
を
、
テ
レ
ビ

で
拝
見
し
ま
し
た
。
体
内
の

尿
酸
産
生
の
食
物
由
来
は
２

割
程
度
で
あ
り
、
８
割
は
体

内
で
自
然
に
産
生
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
。
尿
酸
値
の
コ
ン

ト
ー
ル
は
、
プ
リ
ン
体
の
摂

取
よ
り
も
排
泄
が
大
切
な
こ

と
。
そ
の
排
泄
を
悪
く
す
る

要
因
は「
内
臓
脂
肪
」と「
ア

ル
コ
ー
ル
摂
取
」
で
あ
る
こ

と
。
ビ
ー
ル
１
杯
を
我
慢
し

て
も
、
焼
酎
４
杯
飲
ん
で
し

ま
え
ば
全
く
意
味
が
な
い
こ

と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
私

が
あ
え
て
芋
焼
酎
を
選
択
し

て
飲
ん
で
い
た
の
が
全
く
無

意
味
に
思
え
ま
し
た
…
。

　

私
は
、
３
カ
月
ご
と
に
病

院
に
通
院
し
て
い
ま
す
。
血

液
検
査
の
結
果
を
見
た
主
治

医
は
私
に
言
い
ま
す
。「
良

か
っ
た
で
す
ね
ぇ
。
今
回
も

尿
酸
値
は
正
常
範
囲
内
で
す

よ
」。
別
に
褒
め
ら
れ
て
は

い
な
い
の
に
、
勝
手
に
嬉
し

く
な
っ
て
し
ま
う
私
…
。

　

帰
り
に
フ
ェ
ブ
キ
ソ
ス

タ
ッ
ト
錠
を
片
手
に
、
そ
の

足
は
ス
ー
パ
ー
の
酒
売
り
場

コ
ー
ナ
ー
に
向
か
っ
て
し
ま

う
の
で
し
た
…
。や
っ
ぱ
り
、

懲
り
て
な
い
？

魚
と
格
闘
す
る
喜
び
と
思
い

が
け
な
い
ひ
ら
め
き
の
両
者

を
掴
む
チ
ャ
ン
ス
が
期
待
で

き
る
な
ら
ば
、
私
の
釣
り
も

悪
魔
の
趣
味
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

私
に
は
憂
鬱
な
季
節
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
夏
で
す
。

理
由
は
、
私
の
体
の
一
部
分

（
右
足
親
指
付
け
根
の
関
節
）

が
、
悲
鳴
を
上
げ
る
か
ら
で

す
。
そ
う
で
す
、
私
は
痛
風

発
作
を
毎
年
起
こ
し
て
い
ま

す
。
10
年
以
上
前
か
ら
、
職

場
の
健
康
診
断
で
尿
酸
値
が

高
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
完
全
見
て
見
ぬ

ふ
り
。
し
か
し
、
悲
劇
は
そ

の
後
に
起
こ
り
ま
す
。
初
め

て
の
急
性
発
作
は
真
冬
で
し

た
。
７
年
程
前
の
１
月
に
家

族
で
富
良
野
ス
キ
ー
場
に
行

き
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ス
24
℃

の
厳
冬
の
朝
か
ら
晩
ま
で
２

泊
３
日
、
思
う
存
分
滑
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
帰
旭
後
２

～
３
日
後
か
ら“
痛
風
発
作
”

が
始
ま
り
ま
す
。
当
時
肥
満

（
身
長
１
７
０
㎝
、
体
重
79

㎏
）
の
私
は
大
き
く
腫
脹
し

た
右
足
に
苦
し
み
ま
す
。

　

そ
の
発
作
を
機
に
私
は
反

省
し
減
量
に
取
り
組
み
、
約

半
年
間
で
64
㎏
ま
で
落
と
し

　

１
月
29
日
、
講
師
に
特
定

社
会
保
険
労
務
士
の
原
田
三

恵
氏
を
迎
え
「
労
務
・
雇
用

管
理
の
基
本
を
学
ぼ
う
」
と

題
し
て
、
開
業
医
の
た
め
の

実
務
セ
ミ
ナ
ー
を
オ
ン
ラ
イ

ン
に
て
開
催
し
た
。
道
内
各

地
か
ら
会
員
・
職
員
が
参
加

し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
労
働
時

間
の
適
正
な
把
握
と
労
働
基

準
法
の
尊
守
、
育
児
・
介
護

休
業
法
の
２
０
２
４
年
改
正

に
つ
い
て
、
参
加
者
か
ら
事

前
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
も
交

え
な
が
ら
説
明
さ
れ
た
。
労

務
管
理
の
基
本
と
し
て
労
働

時
間
の
記
録
方
法
や
未
払
い

賃
金
の
リ
ス
ク
、
採
用
面
接

時
の
就
職
差
別
を
防
ぐ
た
め

の
注
意
点
、
育
児
・
介
護
の

た
め
の
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
の

努
力
義
務
な
ど
が
取
り
上
げ

ら
れ
、
労
働
者
の
健
康
を
守

る
た
め
の
労
働
時
間
制
限
の

重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。
ま

た
、
就
業
規
則
の
見
直
し
や

解
雇
の
制
約
に
つ
い
て
も
解

説
さ
れ
、
労
働
者
の
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
向
上
の
必

要
性
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
原
田
氏
は
「
就
業

規
則
を
労
働
者
に
と
っ
て
不

利
益
に
変
更
す
る
時
は
、
慎

重
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
、

覚
え
て
お
い
て
ほ
し
い
。
ま

た
、過
労
死
を
防
ぐ
た
め
に
、

労
働
者
の
健
康
を
守
る
た
め

の
労
働
時
間
制
限
を
必
ず
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

強
く
訴
え
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
と
て
も

充
実
し
た
内
容
だ
っ
た
」「
情

報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
録

画
配
信
を
希
望
す
る
」
と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
、
セ

ミ
ナ
ー
は
盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
た
。

　

な
お
、
本
セ
ミ
ナ
ー
は
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
期
間

限
定
で
録
画
配
信
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

講師の原田三恵氏

お問合せ・ご注文は本会事務局まで 011-231-6281

特別価格で販売！薬価関連書籍　

薬効・薬価リスト 保険薬事典Plus 薬価基準点数早見表

　2025年度薬価改定に伴い、（株）じほう社から発行される薬価基準関連
の書籍を、会員限定の特別価格で販売いたします。各1冊目につきまして
は、1,000円分を本会が負担する格安価格にて提供いたします。
　ご希望の方は２月５日号同封のちらしでお申し込みください（注文締切後
のご注文は承ることができませんのでご注意ください）。

※注文締切迫る ２月28日（金）

※書籍画像は前回のもの

お申し込み、お問い合わせは、事務局まで。　　 Tel  011- 231- 6281 　 Fax  011- 231- 6283 　 Eメール  info＠h - hokenikai. com

開業医のための実務セミナー 税務編

医療機関の税務について基本を学ぼう

※後日録画配信予定。視聴方法は後日メールでご案内。
　録画配信をご希望の方もQRよりご登録ください。

講　　師　吉岡　健司　氏
　　　　　（税理士、株式会社吉岡経営センター常務執行役員）

と　　き　2月26日（水）19：00～20：30
開催形式　ZoomウェビナーによるWEB開催

対　　象　医科・歯科会員、
　　　　　会員所属の医療機関職員

参 加 費　無料

政策部WEBセミナー

ACP－これまでとこれから－

講　師　川口　篤也　氏
　　　　（函館陵北病院副院長・総合診療科科長）

と　き　3月1日（土）15：00～16：30
ところ　本会会議室、Zoomウェビナー

対　象　会員及び訪問診療
　　　　　・訪問看護従事者
参加費　無料
※会場参加のみ先着20名様限定
　会場で参加ご希望の場合はあらかじめ
　電話（011-231-6281）でお申込みください。

ライフプラン講座
医療機関の事業承継の問題点とその対策

■講　　師　吉岡　健司　氏
　　　　　　（税理士、株式会社吉岡経営センター常務執行役員）

■と　　き　3月27日（木）19：00～20：30
■開催形式　ZoomウェビナーによるWEB開催

■対　　象　医科・歯科会員、
　　　　　　会員所属の医療機関職員

■参 加 費　無料

※後日録画配信予定。視聴方法は後日メールでご案内。
　録画配信をご希望の方もQRよりご登録ください。

開業医のための実務セミナー開業医のための実務セミナー 期間
限定

録画配信のご案内

　パスコード　 .yN@Fvm0
（ﾄﾞｯﾄ ﾜｲ ｴﾇ ｱｯﾄﾏｰｸ ｴﾌ ﾌﾞｲ ｴﾑ ｾﾞﾛ）

＜公開期間＞　2月28日（金）まで
※上記公開期間以降の視聴はできません。
　予めご注意ください。

　QRまたは本会HPの「催し物のご案内」からZoomのセミ

ナー画面にアクセスしていただき、ご登録後に以下のパスコ

ードを入力するとご覧いただけます。

～労務・雇用管理編～

開
業
医
の
た
め
の
実
務
セ
ミ
ナ
ー
（
労
務
・
雇
用
管
理
編
）

開
業
医
の
た
め
の
実
務
セ
ミ
ナ
ー
（
労
務
・
雇
用
管
理
編
）

労
働
時
間
の
適
正
把
握
や
育
児
・
介
護
休
業
法
改
正
を
学
ぶ

労
働
時
間
の
適
正
把
握
や
育
児
・
介
護
休
業
法
改
正
を
学
ぶ

船
釣
り
と

船
釣
り
とデ

フ
ォ
ル
ト
モ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

デ
フ
ォ
ル
ト
モ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

岩
見
沢
支
部　
岩
見
沢
脳
神
経
外
科

森も
り
も
と本　

繁し
げ
ふ
み文

懲
り
な
い
こ
と

懲
り
な
い
こ
と

旭
川
地
区
支
部　
こ
ば
や
し
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

小こ
ば
や
し林　
徳と

く
し
げ栄
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マイナ保険証による資格確認が
出来ない場合の対応

　 　

　

一
般
市
民
に
も
広
く
認
知

さ
れ
た
８
０
２
０
運
動
で
あ

る
が
、
２
０
２
２
年
に
は
達

成
者
は
51
・６
％
と
な
っ
た
。

１
９
８
７
年
は
８
・
２
％
で

あ
っ
た
の
で
、
多
数
の
歯
が

残
っ
て
い
る
高
齢
者
は
、
こ

の
35
年
で
格
段
に
増
え
た
こ

と
に
な
る
。
20
本
の
歯
が

残
っ
て
い
れ
ば
、
大
抵
の
も

の
は
自
分
の
歯
で
食
べ
ら
れ

る
。
人
生
最
後
ま
で
、
美
味

し
い
も
の
を
食
べ
た
い
と
い

う
欲
求
は
、
万
人
に
共
通
す

る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
で
、
歯
科
に
携
わ
っ

て
い
る
と
、
歯
が
残
っ
て
い

る
こ
と
で
、
様
々
な
障
害
が

起
こ
る
こ
と
が
あ
る
現
実
も

目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
。

特
に
訪
問
診
療
の
場
面
に
お

い
て
、
意
思
疎
通
が
取
れ
な

い
方
の
口
腔
内
を
診
て
み
る

と
、
多
数
の
残
根
鋭
縁
部
が

口
唇
や
頬
粘
膜
に
刺
さ
っ
て

出
血
し
て
い
た
り
、
ま
ば
ら

に
残
っ
て
い
る
残
存
歯
が
、

対
顎
の
顎
堤
粘
膜
に
咬
み
込

み
、
潰
瘍
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
そ

う
い
っ
た
状
態
で
放
置
さ

れ
、
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
不
良
と
も
な
る
と
、
歯

肉
が
著
し
く
腫
脹
し
た
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
膿
瘍
を
形

成
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

全
身
状
態
や
服
薬
状
況
、
意

思
疎
通
の
程
度
に
よ
っ
て

は
、で
き
る
こ
と
も
限
ら
れ
、

途
方
に
暮
れ
て
し
ま
う
。
そ

う
な
る
と
、
数
と
し
て
カ
ウ

ン
ト
で
き
る
歯
は
残
っ
て
い

る
が
、
咀
嚼
す
る
た
め
の
機

能
は
せ
ず
、
た
だ
存
在
し
て

い
る
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　

そ
の
よ
う
な
光
景
を
見
る

と
、
歯
を
残
す
こ
と
が
本
当

に
幸
せ
な
こ
と
で
あ
っ
た
の

か
、
年
齢
を
重
ね
て
歯
を

失
っ
て
い
く
こ
と
は
、
実
は

自
然
の
摂
理
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
思
い
に
苛

ま
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
８
０
２
０
の
達

成
者
が
増
加
し
た
の
は
、
歯

科
医
療
従
事
者
の
み
な
ら

ず
、
一
般
市
民
の
意
識
向
上

と
た
ゆ
み
な
い
努
力
の
結
果

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
人
生

１
０
０
年
時
代
と
な
り
、
多

数
の
歯
が
残
存
し
た
状
態
で

人
生
の
終
焉
を
迎
え
る
ま
で

に
は
、
様
々
な
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
や
は
り
健
康
な
う

ち
に
必
要
な
歯
科
治
療
は
済

ま
せ
、
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
行
っ
て
い
く
こ
と
は

と
て
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
も
し
自
分
で
口
腔
内

を
ケ
ア
で
き
な
く
な
っ
た
と

し
て
も
、
周
囲
の
介
護
者
が

口
腔
に
も
目
を
配
り
、
ケ
ア

し
て
い
け
る
よ
う
な
整
備
が

必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。�

（
今
上
）

〈
12
月
〉

２
日　

�

札
幌
歯
科
医
師
会
と

の
懇
談

７
日　

ク
リ
ス
マ
ス
会

23
日　

第
９
回
理
事
会

〈
１
月
〉

27
日　

�

札
幌
市
医
師
会
と
の

懇
談

28
日　

第
10
回
理
事
会

29
日　

�

開
業
医
の
た
め
の
実

務
セ
ミ
ナ
ー　

労

務・雇
用
管
理
編

■
第
9
回
理
事
会

日
時　

12
月
23
日（
月
）

場
所　

�

ホ
テ
ル
札
幌
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス（
ウ
ェ
ブ
）

協
議
事
項

①�

１
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�

保
団
連
代
議
員
会
の
発
言

通
告
に
つ
い
て 

■
第
10
回
理
事
会

日
時　

１
月
28
日（
火
）

場
所　

�

本
会
会
議
室（
ウ
ェ
ブ
）

協
議
事
項

①�

２
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�

第
13
回
代
議
員
総
会
に
つ

い
て 

③�

函
館
地
区
支
部
よ
り
支
部

活
性
化
助
成
金
の
利
用
依

頼
に
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女
性
部
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の
委
嘱
に
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て

三
部　

重
喜
先
生

10
月
28
日
ご
逝
去（
103
歳
）

関　
　

文
秀
先
生

11
月
30
日
ご
逝
去（
69
歳
）

門
野　
　

豊
先
生

12
月
11
日
ご
逝
去（
75
歳
）

稲
見　

研
二
先
生

12
月
９
日
ご
逝
去（
93
歳
）

木
村　

茂
隆
先
生

１
月
６
日
ご
逝
去（
62
歳
）

若
葉　

金
三
先
生

１
月
20
日
ご
逝
去（
81
歳
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

　2024年12月2日より健康保険証の新規発行が停止となりました。今回
は窓口にマイナ保険証を持参したが、オンライン資格確認を行うことが
出来ない場合の対応について説明します。

１．マイナ保険証で資格確認が出来ない場合の対応
　○�オンライン資格確認端末にて資格確認等が出来ない場合は以下の

方法で資格確認を行う。
　(1)�「資格確認証」を持参している場合は、記載されている資格情報

を確認する。
　(2)�「マイナポータル」より資格情報を取得し、スマートフォン等に

表示された情報を確認する。
　(3)�「資格確認証」や「マイナポータル」より情報の確認が出来ない

場合、自院の受診歴より情報を確認し、患者より資格情報が変わっ
ていないことを口頭で確認する。

※ �(1) ～ (3) で資格情報を確認した場合はその情報をもって患者自己負
担分の請求及びレセプト請求を行う。

　(4)�上記 (1) ～ (3) による確認が困難な場合は、患者に「被保険者資格
申立書」 　を記載していただき、患者が記載した通りの一部負担金
を請求し、レセプトは「保険者番号」や「被保険番号」不詳のま
ま請求を行う。

図

２．番号不詳のレセプト請求方法
　○�「被保険者資格申立書」の提出があった患者について、保険者等番

号や被保険者記号・番号等を特定することが出来ない場合は以下の
通りレセプト請求を行う。

　　

①「保険者番号」欄に「77777777（8桁）」を記録する。
②�「記号・番号」欄に「記号」は記録せず、「番号」「777777777（9
桁）」を記録する（後期高齢者医療の場合は「77777777（8 桁）」
を記録する）。
③○�摘要欄の先頭に「不詳」を記録する（紙レセプトの場合は、上

部欄外に赤色で「不詳」を記載する）。
　○�摘要欄「不詳」の下段に、被保険者資格申立書に記載された患

者の「カナ氏名」「保険種別」「保険者等名称」「事業所名」住所（複
数存在する場合は全て）」「連絡先」「患者への連絡を行った日付
を記録・記載する。

◇　◇　◇　◇　◇　◇
　2024年12月2日以降の取扱いとして、保険資格を有しているにもかか
わらず、マイナ保険証によるオンライン資格確認を行うことが出来ない
場合について、患者から資格情報が分からなくても患者から 10割負担
で徴収することなく、自己負担分の徴収及びレセプト請求を行うよう厚
労省より通知されています。資格情報が不明な場合の対応についてはご
留意してください。

保険医会
公式SNS

※X（旧：Twitter）・Instagram
　（アカウント名：h_hokenikai）も更新！
　　ぜひチェックしてみてください。

フォローと
いいね！を
お願いします

Facebookでも
情報発信中！
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